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新年のごあいさつ

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
年
の
初
め
に
当
た
り
、
町
民
の
み

な
さ
ま
の
ご
多
幸
を
心
よ
り
御
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
国
民
生
活
に

影
響
す
る
で
あ
ろ
う
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
あ

り
ま
し
た
。
経
済
の
分
野
で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が

大
筋
合
意
し
た
こ
と
で
、
今
後
、
関
税
の
撤

廃
な
ど
に
よ
り
安
い
農
作
物
の
輸
入
が
加
速

さ
れ
、
農
業
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
税
や
社
会
保
障

な
ど
行
政
手
続
き
の
簡
素
化
・
効
率
化
が
期

待
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
個
人
情

報
の
適
正
な
管
理
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
公
職
選
挙
法
の
改

正
に
よ
り
、
こ
の
夏
の
参
院
選
か
ら
は
選
挙

権
が
満
18
歳
か
ら
と
な
り
ま
す
。
若
者
が
政

治
や
行
政
に
関
心
を
持
ち
、
地
域
づ
く
り
に

積
極
的
に
参
画
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
県
内
で
は
、
国
内
最
大
級
の
「
ふ
く
し
ま

デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
観
光
客
を
お
迎
え
し

ま
し
た
。
町
で
も
、
馬
刺
し
や
冷
や
し
ラ
ー

メ
ン
、
地
酒
、
味
噌
・
醤
油
な
ど
食
を
中
心

と
し
た
お
も
て
な
し
を
展
開
い
た
し
ま
し
た
。

一
方
で
は
、
原
発
事
故
か
ら
５
年
目
と
な
り

ま
す
が
、
風
評
被
害
は
払
拭
さ
れ
た
と
は
言

え
な
い
状
態
が
続
い
て
お
り
、
風
化
さ
せ
な

い
た
め
の
継
続
し
た
対
応
が
必
要
で
す
。

　
町
の
取
り
組
み
で
は
、
年
末
に
坂
下
南
幼

稚
園
が
完
成
し
、
新
し
い
園
舎
で
の
生
活
が

始
ま
り
ま
し
た
。
元
気
に
の
び
の
び
と
活
動

で
き
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
教
育
施
設
適
正
配
置
が
ほ
ぼ
終
了
し
ま
し

た
が
、
今
後
ま
す
ま
す
地
域
と
の
関
わ
り
や

世
代
間
の
交
流
を
充
実
さ
せ
、
地
域
社
会
全

体
で
子
育
て
を
支
え
る
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。
広
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て
は
、
旧
広
瀬
小
学
校
の
改
修
工

事
が
完
了
し
、
今
月
よ
り
移
転
・
開
所
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
気
多
宮
交
流
セ
ン
タ
ー

が
昨
年
度
の
坂
下
東
幼
稚
園
に
続
い
て
県
建

築
文
化
賞
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。
地
域
の

拠
点
・
交
流
の
場
と
し
て
、
さ
ら
に
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
開
業
一
周
年
を
迎
え
た
「
道
の
駅
あ
い
づ

湯
川
会
津
坂
下
」
は
、
年
間
来
客
数
が

１
０
０
万
人
に
達
し
、
地
元
農
産
・
物
産
の

販
売
促
進
や
、
観
光
情
報
の
発
信
の
強
化

な
ど
、「
会
津
坂
下
町
の
魅
力
」
を
Ｐ
Ｒ
し
、

町
内
の
商
店
街
や
観
光
施
設
に
誘
導
す
る
よ

う
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
町
で
は
人
口
減
少
へ
の
対
応
と
、

現
在
会
津
坂
下
町
に
住
ん
で
い
る
方
が
、
町

へ
の
愛
着
や
日
常
の
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
を

基
本
に
、
安
心
し
て
住
み
や
す
い
会
津
坂
下

町
を
目
指
す
た
め
に
「
会
津
坂
下
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総

合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国

の
総
合
戦
略
の
基
本
的
な
考
え
方
に
基
づ
き
、

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
社
会
に
町
が
取
り

組
む
べ
き
施
策
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
「
し
ご
と
づ
く

り
」「
人
の
流
れ
」「
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
」

「
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
振
興
計
画
後

期
計
画
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の

施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
町
の
人
口
を

一
定
程
度
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
、
大
変
厳

し
い
課
題
で
あ
り
ま
す
が
、
あ
た
た
か
い
絆

で
結
ば
れ
た
、
人
口
が
減
少
し
て
も
疲
弊
し

な
い
持
続
可
能
な
「
ま
ち
」
を
つ
く
り
、
将

来
に
向
か
っ
て
、
夢
が
持
て
る
会
津
坂
下
町

を
創
生
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
中
に
は
、
親
子
の
交
流
や
子

育
て
に
関
す
る
情
報
提
供
、
相
談
等
を
目
的

と
し
た
「
子
育
て
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
」

を
旧
金
上
小
学
校
に
開
所
い
た
し
ま
す
。
会

津
坂
下
町
の
す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
が
、「
安

心
感
」「
充
実
感
」「
子
育
て
の
楽
し
さ
」
を

得
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
家
族
や
地
域
の
愛

情
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
健
全
に
成
長
で
き
る

よ
う
子
ど
も
た
ち
や
家
庭
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
昨
年
は
町
政
施
行
60
周
年
の
区
切
り
を
迎

え
、
61
年
目
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
年
と
し

て
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
こ
の
町
に

生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
、
す
べ
て
の
町
民
が
住

み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
町
政
推
進
に
み
な
さ
ま
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
と
と
も
に
、
本
年

が
み
な
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
最
良
の
年
で
あ

り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
年

頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

「地方創生」

� ～夢が持てるまちづくり～
会津坂下町長

南幼稚園
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会津坂下町議会議員一般選挙
の日程が決定しました

　本年３月31日に任期満了となります会津坂下町議会議員

一般選挙を下記日程により行います。

　会津坂下町議会議員の定数は、会津坂下町議会議員定数

条例により、 16人です。

告 示 日　　３月２２日（火）
投 票 日　　３月２７日（日）

１　立候補者説明会

　会津坂下町議会議員一般選挙の立候補予定者説明会を下記のとおり開催しま

す。立候補予定者または関係者の方は必ず出席してください。

　なお、会場の都合上、２名以内でお願いします。

日　時 ２月１２日（金）午後１時３０分より

場　所 会津坂下町役場　３階　大会議室

内　容 立候補届の記載要領、選挙運動などの説明

２　候補者の資格

　今回の選挙の場合、候補者の資格となる被選挙権を有するには以下の３つの

条件が必要になります。

① 日本国民であること。

② 年齢満25年以上であること。

③ 本町に住民登録をしてから引き続き３ヵ月以上住んでいること。

　ただし、被選挙権が停止している方や現職の公務員のまま立候補することは

できないなどの制限もあります。

　不明な点は、下記までお問い合わせください。

【問い合わせ先】　選挙管理委員会事務局　☎８４－１５０３

選挙管理委員会からのお知らせ
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【平成28年度（平成27年分）　確定申告】　
申告の準備はお早めに！　～２月９日（火）から受付開始～

　申告相談は ２月９日（火）から各地区コミュニティセンター・中央公民館で行います。

　申告期限間際になると、申告会場は大変混雑します。申告の準備は早めにお願いします。

　確定申告は、前年一年間の所得を申告していただくもので、所得税額を確定させることはもちろん

ですが、町県民税や国民健康保険税、介護保険料などの課税基礎となる大切なものです。

申告時に必要なもの
◎申告書（税務署から送付された方はご持参ください）

◎通帳用印鑑及び通帳

◎所得金額を証明する書類（源泉徴収票（コピー不可）、収支計算書等）

◎公的年金保険料の領収書又は支払額が確認できるもの

◎医療費等控除用の領収書（医療費控除をする方は必ず受診者ごとに領収書を整理し計算してきてください）

◎本人、または、扶養する方が障がい者の認定を受けている場合は、「障害者手帳」

◎本人、または、扶養する方が要介護認定1～5を受けている場合は、役場交付の「障害者控除対象者認定書」

◎その他、申告内容に応じて必要な書類（各種保険料控除用の支払証明書等）

＜記帳された帳簿＞
申告相談時に記帳簿（収支内訳書）が記載されていない場
合は、計算してから再度提出していただく場合もあります。

【問い合わせ先】

総務課　税務管理班（１階右側⑥窓口）☎８４－１５０２　会津若松税務署　☎２７－４３１１

※平成27年12月31日の年齢でご確認ください。

★ ご注意ください ★

申告期限は３月１５日（火）です

未申告の方の場合、所得証明等の発行や、保育料・児童扶養手当・国民健康保険税等の算定で不利益を受ける
ことがありますので必ず申告をお願いします。

申告が必要な人　～ チェックしてみましょう ～

Ｑ：平成27年１月１日から１２月３１日までに収入がありましたか？

収入あり

公的年金のみ

給与所得のみ

６５歳以上で年金収入が１４８万円未満
６５歳未満で年金収入が９８万円未満

６５歳以上で年金収入が１４８万円以上
６５歳未満で年金収入が９８万円以上

収入なし

年末調整が済んでいない・退職した
控除の追加や訂正をしたい

勤務先から給与支払報告書が提出されて

いない

勤務先から給与支払報告書が提出されて

いる（年末調整が済んでいる）

所得の種類が公的年金でも給与でもない

（例：個人年金、不動産、農業、営業、シルバー配当金など）

複数の所得がある
（例：年金と給与、給与と不動産、公的年金と個人年金など）
※２カ所以上から給与を受けている人も含みます

遺族年金・障害年金・失業給付のみ

申告は
不要です

申告は
不要です

所得税申告

は不要です

が、町県民

税の申告は

必要です

申告が
必要です

申告が
必要です

申告が
必要です

申告相談が始まります
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平成28年度（平成27年分）　確定申告相談日程表
【受付時間】 午前の部 ： 午前８時３０分～１１時３０分 　　午後の部 ： 午後１時～３時３０分

月 日 曜日 申告相談会場 午前の部 午後の部

２
　
　
　
月

9 火
高寺コミュニティセンター

片門・洲走 窪倉・舟渡
10 水 窪・赤城新田・杉山 天屋・本名
11 木 休　　　日
12 金 八幡コミュニティセンター 塔寺 塔寺
13 土

休　　　日
14 日
15 月 八幡コミュニティセンター 気多宮・大沢・平井 塔寺二区・朝立・和泉
16 火

川西コミュニティセンター
見明・津尻 宇内

17 水 長井 大上・袋原
18 木

広瀬コミュニティセンター
立川・御池田 青木

19 金 三谷・下政所 青津
20 土

休　　　日
21 日
22 月 広瀬コミュニティセンター 五香・西青津 沼越
23 火

若宮コミュニティセンター
勝方・大村 矢ノ目・上金沢

24 水 牛沢 牛沢・蛭川
25 木 樋渡・水島・大江・沖 金沢・上新田・中新田
26 金 金上コミュニティセンター 福原・新開津 束原・新村
27 土

休　　　日
28 日
29 月

金上コミュニティセンター
金上・樋口分・太田谷地 中開津・上開津

３
　
　
　
月

1 火 村田・村田新田・履形 海老沢・細工名
2 水

中央公民館

緑町・杉・船窪 中政所・和泉川原
3 木 諏訪町 中村・原・羽林
4 金 上町・小原 新舘・八日沢
5 土 地区指定なし 地区指定なし
6 日 休　　　日
7 月

中央公民館

古坂下 古坂下
8 火 桜木町 新栄町
9 水 新富町 茶屋町

10 木 新町 新町
11 金 橋本・本町・鉄砲町 仲町・柳町
12 土 休　　　日
13 日

中央公民館 地区指定なし 地区指定なし14 月
15 火

・申告相談期間中は各会場へ出張しているため、町役場税務窓口での申告相談は行いません。ご注意ください。
・対象地区を日時により指定しています。極力指定された日時に相談に来られますようご協力をお願いします。
　なお、お勤めなどの都合により指定日時に来られない方は、「地区指定なし」としている日時をご利用ください。
・混雑することも予想されますので、時間に余裕を持ってお越しください。

・３月２日～15日（12日間）の受付時間中に受けられますのでお気軽にご利用ください。
・住民基本台帳カードなどが無くても電子申告会場にて確定申告書作成の相談が受けられます。
・電子申告（所轄税務署に電子送信する場合）に必要な住民基本台帳カード、個人番号カードについての詳細
　は右記にお問い合わせください。　■生活課　戸籍環境班　☎８４－１５００

・ 個人番号カードを申請された場合、平成28年１月以降に生活課戸籍環境班の窓口で交付される予定ですが、
そのカードを使用して電子申告される場合、現在お手持ちのカードリーダーが個人番号カードに対応してい
るかどうか確認する必要があります。詳しくは下記のホームページにて確認をお願いします。また、町の電
子申告会場から電子送信される場合、町所有のカードリーダーが個人番号カードに対応していないため、住
民基本台帳カードで伝送する方に限らせていただきますので、個人番号カードへの切替は確定申告後にお願
いします。 ■【公的個人認証サービスポータルサイト】http://www.jpki.go.jp

・障害者手帳を持っていない方でも、 65歳以上で要介護１～５の認定を受けており、障がいの程度が同等であ
ると認められる方は、障害者控除の対象となります。
確定申告の際に用いる書類として「障害者控除対象者認定書」を無料交付しますので、交付希望の方は下記窓
口に申請してください。
■申請場所：保険年金班高齢者支援係（⑤窓口）　　■必要な物：介護被保険者証、印鑑
■その他：認定基準日は平成27年12月31日です。※同年中に対象者が死亡している場合は死亡日
■問い合わせ先：生活課　保険年金班　☎８４－１５１３

お知らせ

e-Tax（電子申告）の相談会を開きます

個人番号カードでのe-Tax（電子申告）予定者の方へ

65歳以上で要介護認定を受けている方は「障害者控除」の対象になる場合があります

総務課　税務管理班からのお知らせ
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　 マイナンバーの取り扱いの注意点は？

　マイナンバー制度では、行政機関だけでなく、民間事業者にもマイナンバーの適正な取り扱いが求めら

れます。法律で定められた範囲外での利用は禁止されていますのでご注意ください。

マイナンバー制度（社会保障、税番号制度）

マイナちゃん

利用が始まります!!

【問い合わせ先】　生活課　戸籍環境班　☎８４－１５００

事業所のマイナンバーの取り扱い

◎利用範囲
法律で規定された社会保障、税および災害対策に関する事務に限定

されます。

◎提供の要求
社会保障および税に関する手続書類作成の事務に限り、本人などに

対してマイナンバーの提供を求めることができます。

◎ 提供の要求・特定個人情

報の提供や収集の制限

法律で明記された場合を除き、提供の要求、提供、収集をしてはい

けません。

　 マイナンバーの安全な管理のために必要なことは？　

　マイナンバーは、個人情報保護のために、その管理にあたっては安全管理措置などが義務付けされています。

１．委託先・再委託先にも監督が必要です。

　　 社会保障及び税に関する手続書類の作成事務の全部または一部を委託する

ものは、委託先においても安全管理措置が講じられるよう必要かつ適切な

監督をしなければなりません。

２．適切な安全管理措置を組織としての対応が必要です。

　　 事業者は、マイナンバーの漏えい、滅失またはき損の防止その他の適切な

管理に必要な安全管理措置を講じなければなりません。

３．マイナンバーの保管（廃棄）にも制限があります。

　　 法律に明記された場合を除き、特定個人情報を保管してはいけません。ま

た必要がなくなった場合は、できるだけ速やかに廃棄または削除しなけれ

ばなりません。

　 このような電話や手紙、訪問にはご注意ください

○マイナンバーの通知や利用、個人番号カードの交付などの手続きで、 

・ 国の関係省庁や地方自治体などが、口座番号や口座の暗証番号、所得や資産

の情報、家族構成や年金・保険の情報などを聞いたり、お金やキャッシュカー

ドを要求したりすることは一切ありません。 

・ＡＴＭの操作をお願いすることも一切ありません。

○ 電話、メール、訪問などにより、マイナンバーの安全管理対応の困難さなど

を過度に誇張した商品販売や不正な勧誘などには十分注意してください。 

○ 「あなたの名前やマイナンバーを貸してほしい」といった依頼は詐欺の手口です。

▼ 10月からマイナンバーが通知されることに関連して、「口座番号を教えてほしい」「個人情

報を調査する」などといった不審な電話などに関する相談が数多く寄せられています。マ

イナンバー制度に便乗した不審な電話はすぐに切り、来訪があっても断ってください。

※ 少しでも不安を感じたら、すぐにお近くの消費生活センター（消費者ホットライン188）や警察等に相

談してください。

◇マイナンバー総合フリーダイヤル◇　☎ 0120―95―0178（無料）

　通知カードや個人番号に関することや、その他マイナンバー制度に関する問い合わせ

　　平日午前9時30分～午後10時、土日祝午前9時30分～午後5時30分 （年末年始12/29～1/3除く）
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　広報12月号では、「通知カード」が配布されてからの「個人番号カード」の交付や手続きについて説明

しましたが、今回は、「個人番号及び個人番号カード」の利用について説明します。

　 どこで個人番号（マイナンバー）は使うの？　例えば…

生活課　戸籍環境班からのお知らせ

１月より個人番号の

　 事業主もマイナンバーを利用すると聞いているが、何に影響があるの？

　国民一人ひとりに個人番号が割り当てられ、平成28年１月より社会保障・税・災害対策の行政手続きで

使用が始まります。それに伴い民間事業者も、税や社会保険の手続きで、従業員などのマイナンバーを取

り扱います。

①□マイナンバーを取り扱う担当者を決めましょう。

② □マイナンバーを従業員から取得する際は、利用目

的を伝え、番号の確認と身元の確認をしましょう。

③ □マイナンバーが記載された書類は、鍵のかかる棚

や引き出しに保管しましょう。

④ □ウィルス対策ソフトを最新版にするなどセ

キュリティ対策をしましょう。

⑤ □退職や契約終了の従業員の個人番号は、確

実に廃棄しましょう。

⑥□従業員にマイナンバーの研修をしましょう。

従業員やその扶養親族

・源泉徴収票

・支払調書

・健康（雇用）保険、

　厚生年金等の被保

　険者資格取得届

民間事業者

・税務署

・市区町村

・年金事務所

・健康保険組合

・ハローワーク

　　　　　　など

行政機関

マイナンバー掲示

※各種法定調書や被保険者取得届などに、個人番号を記載し行政機関などに提出します。

　 事業主の６つの導入チェックリスト

●アルバイトの勤務先へ

●奨学金の申請時に学校へ

●勤労学生控除の手続時に勤務先へ

●源泉徴収票を作成時に勤務先へ

● 健康保険や雇用保険、年金の手続

時に勤務先へ

●子どもの予防接種時に市区町村へ

● 保険金の支払いや特定口座の開設

などの手続に金融機関へ

●パート・アルバイトの勤務先へ

●児童手当の申請時に市区町村へ

●子どもの予防接種時に市区町村へ

●年金給付の手続時に年金事務所へ

● 福祉や介護の制度利用時に市区町

村へ

● 災害時の支援制度を利用する際に

市区町村へ

学生

会社員

保険加入者

主婦や保護者

高齢者

※ 上記の手続については、あくま

でも一例です。その他の手続き

でも利用する場合がありますの

で、手続きの際の書類を確認し

てください。
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フ
ッ
素
に
つ
い
て
知
ろ
う
！

　
フ
ッ
素
は
、
海
藻
類
や
お
茶
な
ど
の
食

品
に
も
含
ま
れ
、
私
た
ち
が
日
常
的
に
摂

取
し
て
い
る
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
で
す
。

　
む
し
歯
菌
の
活
動
を
抑
え
、
む
し
歯
に

な
り
か
け
た
歯
の
表
面
を
も
と
に
戻
す
な

ど
の
働
き
が
あ
り
、
世
界
各
国
で
む
し
歯

予
防
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
フ
ッ
素
塗
布
の
方
法

　
歯
科
医
師
ま
た
は
歯
科
衛
生
士
が
管
理

し
た
状
態
で
直
接
お
子
さ
ん
に
応
用
す
る
、

有
効
か
つ
安
全
な
方
法
で
す
。
口
の
中
だ

け
で
使
う
た
め
、
フ
ッ
素
の
量
も
わ
ず
か

で
安
全
性
に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
会
津
坂
下
町
で
は
、
平
成
23
年
度
よ
り
、

１
歳
か
ら
４
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
対
象

と
し
た
フ
ッ
素
塗
布
事
業
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
３
歳
６
か
月
健
診
ま
で

に
急
激
に
増
え
る
む
し
歯
発
生
の
対
策
と

し
て
始
ま
っ
た
も
の
で
、
今
年
で
５
年
目

と
な
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
事
業
開
始
以
降
に
生
ま
れ

た
お
子
さ
ん
が
４
歳
を
迎
え
た
た
め
、
む

し
歯
発
生
率
な
ど
を
比
較
・
検
証
で
き
る

年
度
と
な
り
ま
し
た
。

事
業
結
果
と
評
価

　
平
成
23
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
の
４
年

間
に
、
実
人
数
７
４
２
人
、
延
べ
２
１
５

２
回
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
３
歳
６
か
月
児
の
一
人
あ

た
り
の
平
均
む
し
歯
本
数
が
１
．９
本
か

ら
０
．７
本
と
な
り
、
過
去
初
め
て
１
本

以
下
と
な
る
結
果
が
見
ら
れ
ま
し
た
（
グ

ラ
フ
１
）。

　
ま
た
、
フ
ッ
素
塗
布
回
数
が
多
い
ほ
ど

む
し
歯
数
が
少
な
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ

ま
し
た
（
グ
ラ
フ
２
）。

会
津
坂
下
町
に
お
け
る
む
し
歯
予
防
の
取
り
組
み

～
フ
ッ
素
塗
布
事
業
を
実
施
し
て
～

　
フ
ッ
素
塗
布
の
時
期

　
１
歳
か
ら
４
歳
ま
で
の
乳
幼
児
健
診
日

と
歯
科
健
康
相
談
日
の
計
７
回
実
施
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
す
べ
て
の
機
会
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　
フ
ッ
素
が
効
果
を
発
揮
す
る
た
め
に
・
・
・

　
フ
ッ
素
塗
布
の
効
果
が
実
証
さ
れ
た
一

方
で
、
フ
ッ
素
塗
布
を
す
れ
ば
完
全
に
む

し
歯
を
予
防
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
効
果
を
発
揮
す
る
た
め
に
は

正
し
い
歯
み
が
き
方
法
や
規
則
的
な
生
活

習
慣
が
必
須
と
な
り
ま
す
。

　
会
津
坂
下
町
の
子
ど
も
達
の
健
や
か
な

未
来
の
た
め
に
、
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
、

フ
ッ
素
塗
布
を
含
め
た
む
し
歯
予
防
の
取

り
組
み
を
こ
れ
か
ら
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

塗布回数

フッ素塗布回数とむし歯本数

（４歳到達児）

一人あたりう歯本数

1.33
2.12 2.12

1.05
0.63 0.28

9.67

0

1

2

3

9

10

1 2 3 4 5 6 7

む
し
歯
本
数

グラフ 2

2.5

2.2

2.6

2.5
1.9

2.1

1.8

1.9
1.27

1.39

1.45

0.7

む
し
歯
本
数

３歳６か月児健診

１人平均むし歯本数の推移 グラフ 1
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ご
家
族
・
地
域
の
み
な
さ
ん
へ

　
む
し
歯
は
３
つ
の
要
因
が
関
連
し
て
発

生
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に

対
応
す
る
こ
と
で
予
防
が
で
き
ま
す
。

細
菌
　「
大
人
か
ら
の
感
染
予
防
」

～
家
族
も
し
っ
か
り
お
手
入
れ
を
～

　
む
し
歯
菌
は
生
ま
れ
た
時
か
ら
口
の
中

に
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
養
育
者
の
口
か

ら
感
染
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

口
移
し
で
食
べ
物
を
あ
げ
る
の
は
控
え
ま

し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
む
し
歯
菌
ば
か
り
に
気
を
と

ら
れ
て
、
箸
や
ス
プ
ー
ン
を
い
ち

い
ち
持
ち
替
え
て
い
て
は
せ
っ
か

く
の
楽
し
い
食
卓
が
台
無
し
で
す
。

そ
ん
な
心
配
を
し
な
く
て
い
い
よ

う
に
、
家
族
の
お
口
の
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
む
し
歯

の
あ
る
方
は
早
期
に
治
療
す
る
、

歯
み
が
き
を
き
ち
ん
と
す
る
な
ど

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

食
物
　「
適
切
な
食
習
慣
」

～
乳
幼
児
期
は
味
覚
を
形
成
す
る
時
期
～

　
早
く
か
ら
甘
い
味
に
慣
れ
な
い
よ
う

に
、
生
後
６
か
月
ご
ろ
ま
で
の
授
乳
期
は

母
乳
や
ミ
ル
ク
の
み
、
離
乳
食
が
始
ま
っ

て
か
ら
の
飲
み
物
は
お
茶
や
水
に
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
お
や
つ
は
時
間
を
決
め
て

食
事
の
一
部
と
考
え
ま
し
ょ
う
。

歯
質
　「
フ
ッ
素
の
利
用
」

～
定
期
の
フ
ッ
素
塗
布
や

　
　
　
　
　
歯
み
が
き
剤
の
利
用
を
～

　
効
果
が
検
証
さ
れ
た
フ
ッ
素
塗
布
を
定

期
的
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
フ
ッ

素
配
合
の
歯
み
が
き
剤
を
家
庭
で
の
歯
み

が
き
に
組
み
込
む
こ
と
で
簡
単
に
む
し
歯

予
防
が
で
き
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
月
齢
に

あ
わ
せ
た
フ
ッ
素
配
合
の
歯
み
が
き
剤
の

使
用
方
法
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
歯
科
健
康
相
談
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
歯
み
が
き
習
得
は
あ
せ
ら
ず
に
！

　
子
ど
も
の
歯
み
が
き
習
慣
の
獲
得
は
長

期
戦
で
す
。
口
唇
や
歯
肉
は
と
て
も
敏
感

な
部
分
な
の
で
、
い
き
な
り
ゴ
シ
ゴ
シ
と

磨
か
れ
る
と
痛
く
て
嫌
が
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
、
親
子
で
ス
キ

ン
シ
ッ
プ
を
楽
し
み
な
が
ら
歯
み
が
き
を

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

む
し
歯
予
防
は
生
活
習
慣
か
ら

　
歯
は
、
食
べ
物
を
摂
取
す
る
だ
け
で

な
く
、
食
べ
物
を
噛
む
こ
と
に
よ
っ
て

脳
細
胞
を
活
性
化
さ
せ
た
り
、
だ
液
の

分
泌
を
促
し
て
抗
菌
作
用
を
高
め
た
り
、

発
音
を
助
け
た
り
な
ど
、
人
の
成
長
や

体
を
守
る
た
め
の
効
果
も
あ
り
、
生
き

て
い
く
う
え
で
と
て
も
大
切
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
歯
を
む
し
歯
か
ら
守
っ
て

口
の
健
康
を
維
持
増
進
す
る
こ
と
は
、

子
ど
も
の
心
身
の
健
や
か
な
育
ち
に
つ

な
が
る
の
で
す
。

　
む
し
歯
は
細
菌
感
染
症
と
生
活
習
慣

病
の
両
方
の
要
素
を
も
つ
疾
患
で
す
か

ら
、
む
し
歯
予
防
の
基
本
は
規
則
正
し

い
生
活
習
慣
を
守
る
こ
と
で
す
。
生
活

の
リ
ズ
ム
を
整
え
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
事
を
よ
く
噛
ん
で
食
べ
、
そ
の
後
は

口
の
中
を
き
れ
い
に
す
る
。
そ
の
上
で
、

専
門
家
に
よ
る
フ
ッ
素
塗
布
の
ほ
か
、

フ
ッ
化
物
添
加
歯
み
が
き
剤
の
活
用
や

フ
ッ
素
洗
口
な
ど
、
フ
ッ
素
の
有
効
な

利
用
を
取
り
入
れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

むし歯

細菌

食物
歯質

会津坂下町歯科校医会

小久保 俊一 会長
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介護職員初任者研修受講料の一部を補助します

生活課　保険年金班からのお知らせ

　町では、介護保険サービス事業所における雇用確保を図るため、介護職員初

任者研修を修了し、町内の介護保険サービス事業所に就業した方に対し、介護

職員初任者研修受講費用の一部を補助します。

１．補助対象（次の要件をすべて満たす方）

（１）介護職員初任者研修を受講し修了していること。

（２）会津坂下町に住所を有していること。

（３）研修修了後、同じ年度内に、町内の介護保険サービス事業所に就業または、

　次年度の初日（4/1）からの就業について、内定を得ていること。

（４）町税の滞納がないこと。

（５）他の補助金などの交付を受けていないこと。

２．補助金額

　介護職員初任者研修に係る受講料及び教材費を合わせた額の半額（1,000円

未満切捨て）とし、上限50,000円。

３．申請方法

　研修修了後同じ年度内に、補助要件を満たした時点で、下記の書類を生活課

保険年金班高齢者支援係（窓口⑤）に直接提出してください。

（１）介護職員初任者研修補助金交付申請書（様式第１号）

【申請・問い合わせ先】

　生活課　保険年金班　高齢者支援係　（⑤窓口）　☎８４－１５１３

申請書は会津坂下町ホームページからダウンロードできます。

　http://www.town.aizubange.fukushima.jp

　トップページ　→　くらし・手続き　→　保険・年金　→

　介護保険　→　介護職員初任者研修の受講就労補助について

（２）介護員養成研修事業者（研修機関）が発行する介護職員初任者研修に係

　る受講料および教材費の領収書

（３）町税の納税証明書（最新の証明書）
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町史編さんだより

　
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
臼
と
杵
の
音
が

懐
か
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
今
か
ら
四
十

年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
町
中
の
ど
の
家
で
も

年
の
暮
れ
に
は
お
正
月
を
祝
う
料
理
と
し

て
「
餅
」
が
つ
か
れ
て
い
ま
し
た
。
餅
は

正
月
だ
け
で
な
く
、
色
々
な
年
中
行
事
の

伝
統
的
な
食
で
も
あ
り
、
や
せ
う
ま
・
菱

巻
・
凍
み
餅
・
餅
干
し
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
な
ぜ
、
節
々
の
行
事
に
餅
を
食
べ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

　
最
近
は
、
行
事
に
関
係
な
く
食
べ
ら
れ

ま
す
が
、
も
と
も
と
正
月
の
餅
は
「
神
様

へ
の
供
物
と
し
て
、
ま
た
、
餅
に
は
特
別

な
力
が
あ
り
、
食
べ
る
こ
と
で
活
力
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
を
、
正
月
の
若
水
に
浸
し
て

干
し
て
お
い
た
も
の
を
「
力
餅
」
と
い
い
、

一
年
の
半
ば
を
過
ぎ
て
次
の
半
年
間
の
力

を
補
充
す
る
意
味
で
、
六
月
一
日
の
「
ム

ケ
の
朔つ

い
た
ち日

」
に
食
べ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
戦
時
中
に
、
兵
隊
に
ご
馳
走
の
調
査
を

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
全
国
か
ら
召

集
さ
れ
る
の
で
、
兵
士
の
生
活
環
境
に
は

そ
れ
ぞ
れ
違
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
異
口

同
音
に
「
餅
」
と
答
え
た
そ
う
で
す
。

　『
会
津
坂
下
町
史
Ⅰ
民
俗
編
』
に
は
、

一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
行
事
や
冠
婚
葬

祭
に
は
餅
を
つ
き
、
毎
月
の
よ
う
に
餅
を

食
べ
て
い
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

ご
馳
走
と
い
う
よ
り
、
こ
う
し
た
特
別
な

日
に
食
べ
る
行
事
食
の
意
味
合
い
が
強

か
っ
た
よ
う
で
す
。（
＊
表
「
餅
を
食
べ

る
年
中
行
事
」
参
照
）

　
こ
の
「
餅
」
い
う
漢
字
は
糯も

ち

米
を
蒸
し

て
つ
い
た
「
粘
る
餅
」
の
総
称
で
す
が
、

室
町
時
代
ま
で
は
「
か
ち
ん
」
や
「
あ
も
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
、
今
か
ら
約

三
百
年
前
の
江
戸
中
期
頃
に
な
っ
て
一
般

的
に
「
餅
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

「
餅
」
と
「
餅
の
こ
」

　
ま
た
、
餅
に
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ

り
ま
す
。
白
餅
（
糯
米
だ
け
）・
色
餅
（
混

ぜ
餅
）・
凍
み
餅
や
、
食
糧
難
の
時
代
に

粳う
る
ち

米
を
粉
に
ひ
い
て
食
べ
た
粉
餅
。
糯

米
と
粳
米
を
混
ぜ
た
カ
イ
餅
に
、
餡
を
の

せ
て
食
す
秋
の
彼
岸
の
お
は
ぎ
、
春
の
彼

岸
の
ぼ
た
餅
も
餅
の
一
種
で
す
。

　
会
津
坂
下
町
に
は
、
餅
を
食
べ
る
時
に

一
緒
に
用
意
さ
れ
る
汁
物
に
「
餅
の
こ
」

が
あ
り
ま
す
。
消
化
を
助
け
る
大
根
が
具

材
と
し
て
入
っ
て
い
ま
す
が
、
出
汁
と
短

冊
に
切
っ
た
大
根
だ
け
を
入
れ
た
醤
油
汁

の
場
合
も
あ
れ
ば
、
芋
ガ
ラ
と
大
根
を
入

れ
る
家
も
あ
り
ま
す
。
津
尻
は
大
根
だ
け
、

矢
ノ
目
は
大
根
と
油
揚
げ
、
旧
町
内
で
は

鰹
節
を
入
れ
た
醤
油
汁
な
ど
、
同
じ
料
理

で
も
地
域
に
よ
っ
て
違
い
が
見
ら
れ
る
の

が
面
白
い
と
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
周
辺
の
市
町

村
史
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
知

ら
な
い
人
が
多
い
こ
と
か
ら
、
今
は
特
定

の
地
域
や
家
に
だ
け
残
っ
て
い
る
、
貴
重

な
食
習
俗
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

 

町
史
編
さ
ん
室
　
☎
83
―

３
０
１
０

十
二
月

十
一
月

十
月

九
月

八
月

七
月

六
月

五
月

四
月

三
月

二
月

一
月

餅
を
食
べ
る
年
中
行
事

一
日
（
川
浸
し
朔
日
）・
八
日
（
コ

ト
八
日
）

九
日
（
三
九
郎
餅
）
・
十
五
日

（
七
五
三
）・
二
十
三
日
（
三
夜
様
）

一
日
（
神
送
り
）・
九
日
（
大
黒
様

の
縁
日
）

九
日
（
刈
り
上
げ
餅
）・
十
九
日
（
中

の
節
句
）・
二
十
日
（
秋
の
彼
岸
）・

二
十
九
日
（
終
い
の
節
句
）

八
日
（
二
つ
子
参
り
）・
十
五
日
（
盆

の
中
日
）

十
五
日
（
さ
な
ぶ
り
）

一
日
（
ム
ケ
の
朔
日
）

五
日
（
端
午
の
節
句
）
＊
や
せ
う

ま
・
草
餅
・
笹
餅

八
日
（
馬
頭
観
音
の
縁
日
）

三
日
（
節
句
）・
二
十
一
日
（
彼
岸

の
中
日
）・
二
十
四
日
（
送
り
彼
岸
）

一
日
（
次
郎
の
朔
日
）・
三
日
（
節

分
）・
八
日
（
八
日
様
）・
十
六
日
（
作

り
の
神
様
）

一
日
（
元
旦
）・
二
日
（
村
年
始
）・

十
一
日
（
鏡
開
き
）・
十
五
日
（
歳

ノ
神
）
・
二
十
日
（
二
十
日
正
月
）

神
棚
に
餅
を
供
え
て
い
る
と
こ
ろ
（
昭
和
四
〇
年
代
）

『
会
津
坂
下
町
史
Ⅰ
　
民
俗
編
』
よ
り
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食育だより

その72

【問い合わせ先】　健康管理センター　☎ ８３―１０００

☆★１月19日　食育の日・家庭料理の日★☆

《味噌ドレッシング》
★材料

・味噌� 大さじ2

・オリーブオイル� 大さじ2

・酢� 大さじ2

大さじ1で食塩0.7ｇ

《フレンチドレッシング》
★材料

・塩� 2ｇ　�　　

・サラダ油� 1/4カップ

・酢� 1/4カップ

大さじ1で食塩0.３ｇ

手作りドレッシング２種

～食生活改善推進員メロンの会の取り組み～
　会津坂下町の健康課題である高血圧症は、 60歳以上の２人に１人がその危険にさらされていると言われ、

放置していると生活習慣病の原因となります。食塩の摂り過ぎは高血圧を招くため、日頃から減塩に努め

ることが大切であり、メロンの会では様々な減塩活動を実施しています。

　今年度の健康と産業と文化の祭典では、野菜の摂取による減塩と生活習慣病予防として、温野菜サラダ

と手作りドレッシングの提供を行いました。みなさんに大好評でした！！

　手作りドレッシングは簡単に作ることができ、市販品と比較すると塩分も控えめなのでぜひご家庭で試

してみてください。

みなさん知っていますか？

野菜の摂取がなぜ減塩になるの？　実は・・・

野菜に含まれるカリウムは体内の余分なナトリウム（食塩）を排出してくれます！

体の中で野菜の様々な栄養素が十分に働くために１日350ｇの野菜を摂取しましょう。

小鉢の野菜料理を１皿70ｇとすると、１日５皿食べることで350ｇになります。

野菜を使ったおかずを１日５皿食べることを目標に、いろいろな食材を組み合わせましょう。

＋ ＋ ＋ ＋ ＝

火を通すと

「かさ」が減り、

食べやすくなります！

どちらも、材料

を良く混ぜて

出来上がり！！
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図書室だより

おすすめの新着本

新着本の紹介

本のタイトル 著者名 出版社

◇一般書 『1 ★ 9 ★ 3 ★ 7（イクミナ）』 辺見庸／著 金曜日

◇一般書 『その症状は天気のせいかもしれません』 福永篤志／著 医道の日本社�

◇一般書 『世にも奇妙な君物語』 朝井リョウ／著 講談社

◇一般書 『生還者』 下村敦史／著 講談社

◇児童書 『小学校学習漢字 1006 字がすべてが読める漢字童話』 井上憲雄／文・絵 本の泉社

◇児童書 『日本の伝統競技：柔道・剣道から綱引き・かるたまで』 寒川恒夫／監修 PHP 研究所

◇児童書 『黒魔女さんのお正月（黒魔女さんが通る !!Part12）』 石崎洋司／作 講談社

◇絵　本 『ノラネコぐんだんおすしやさん』 工藤ノリコ／さく 白泉社

〔一般書〕
『「ポツダム宣言」を読んだこと

がありますか？』
山田侑平／訳 ･ 監修

安倍首相の発言で注目を浴びた

「ポツダム宣言」。それはいつ、

誰が何のために書いたのか。今

の日本の平和を考えるためにも

知るべきことです。

〔一般書〕 『ヒトでなし：金剛界の章』
京極夏彦／著　新潮社

職も失くし、妻にも捨てられた。

俺はヒトでなしなんだそうだ―

―。そう呟く男のもとに、一人

また一人と破綻者が吸い寄せら

れる。

〔一般書〕 『人魚の眠る家』
東野圭吾／著　幻冬舎

水の事故で脳死状態になった娘

を介護し続ける母親の苦悩と葛

藤。「脳死」、「臓器移植」など、

命の尊厳について深く考えさせ

られる小説です。

〔児童書〕
『参上、猿飛佐助
（真田十勇士；1）』

小前亮／作　小峰書店

豊臣と徳川が最後の対決に突き

進む乱世を舞台に、勇かんに立

ち向かう真田幸村と、付き従う

十人の家臣の活躍を描いていま

す。

図書室利用時間のご案内

開館時間　午前8時30分～午後5時

木曜日のみ午前8時30分～午後7時

� （毎月第2火曜日は定休日）

� ☎�83-3010

☆ほかにも新着本がたくさんありますので、ぜひ図書室へお越しください。

今月のオススメ本！

“今年いちばん売れた本”を発表したトーハ

ン調べの2015年「年間ベストセラー」は、又

吉直樹著の『火花』が総合第1位でした。三

島由紀夫賞の候補作となり、第153回芥川賞

を受賞するなど、昨年の話題の本でした。

そして総合第2位は『フランス人は10着しか

服をもたない』でした。

どちらも図書室にありますので、まだ読んで

いない方はこの機会に読んでみてはいかがで

しょうか。

『火花』

又吉直樹／著　

文藝春秋

『フランス人は10着しか服をも

たない：パリで学んだ“暮らし

の質”を高める秘訣』

ジェニファー・L・スコット／著

神崎朗子�訳　　

大和書房
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町
民
の
み
な
さ
ま
の
町
政
に
対
す
る
ご

意
見
・
ご
要
望
な
ど
を
公
聴
す
る
た
め
「
住

民
の
声
」
の
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
投
書
箱
に
投
函
さ
れ
た
文
書
の
ほ
か
郵

便
、
メ
ー
ル
等
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　
10
月
末
に
お
い
て
33
件
の
ご
意
見
等
を

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
中
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

 

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
か
ら
バ
ン
ビ
ィ
デ
ー
へ

問
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
、
健
康
ヘ
ル
ス

パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
を
目
指
す
町
の
方
向

に
合
っ
て
い
て
、
果
た
す
役
割
は
大
き

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
盛
り
上
が
っ
て
継

続
し
て
き
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
後
退
さ
せ

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

住 民 の 声

TOWN TOPICS

 

高
齢
者
に
憩
い
の
場
を

問
　
昔
は
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
老
人
が

集
ま
り
、
囲
碁
や
将
棋
を
楽
し
み
、
な
ご

や
か
な
一
日
を
過
ご
し
て
い
た
が
、
今
は

集
ま
る
場
所
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

町
の
空
き
家
を
利
用
し
て
は
ど
う
か
？

答
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
解
体
に
伴
う
高

齢
者
な
ど
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
場
と
し

ま
し
て
は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
旧
保

健
所
）
を
拠
点
と
し
て
考
え
て
お
り
ま
し

て
、
手
芸
や
七
宝
焼
き
な
ど
の
活
動
も
セ

ン
タ
ー
内
で
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
囲
碁
、

将
棋
に
つ
き
ま
し
て
も
同
施
設
内
の
金
銀

交
流
サ
ロ
ン
内
の
和
室
に
道
具
を
備
え
付

け
て
お
り
、
予
約
な
し
で
誰
も
が
利
用
で

き
る
施
設
と
し
て
運
営
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
の
空
き
家
な
ど
を
活
用
し

て
の
憩
い
の
場
づ
く
り
と
い
う
観
点
に
つ

き
ま
し
て
は
、
現
在
、
空
き
家
調
査
を
実

施
し
て
お
り
、
そ
の
状
況
を
踏
ま
え
た
利

活
用
の
検
討
段
階
に
お
い
て
、
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

【
回
答
　
生
活
課
】　

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
　
行
政
管
理
班

　
☎
84
―

２
４
７
７
　

投書箱はバンビィが目印です !
設置場所：役場本庁舎、役場南分庁舎、中央公民館

答
　
平
成
15
年
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に

参
加
し
て
き
た
中
で
、
町
民
の
み
な
さ
ん

に
ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
意

識
が
芽
生
え
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
一
日
だ
け
の
参
加
率
を
競
う

イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
、
町
独
自
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
こ
と
「
バ
ン
ビ
ィ
デ
ー
」
に
名

称
を
変
え
、
き
っ
か
け
づ
く
り
の
日
と
し

て
年
間
を
通
し
た
活
動
へ
繋
げ
て
参
り
ま

す
。

　
ま
た
、
当
日
の
参
加
者
把
握
を
継
続
し

て
実
施
し
、
参
加
率
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
町
広
報
や
バ
ン
ビ
ィ
通
信
に
活
動

内
容
を
掲
載
し
、
広
く
町
民
の
み
な
さ
ま

に
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
の
推
進
と
ス
ポ
ー
ツ
へ
の

関
心
を
高
め
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

バ
ン
ビ
ィ
と
連
携
し
、
推
進
体
制
等
を
整

備
し
て
参
り
ま
す
。

 

【
回
答
　
教
育
課
】　

　
11
月
10
日
、
中
島
竜
太
郎
選
手

（
新
町
）
と
谷
澤
康
平
選
手
（
羽

林
）
が
10
月
に
和
歌
山
県
和
歌
山
市

で
行
わ
れ
た
「
第
15
回
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
　
紀
の
国
わ
か
や
ま

大
会
　
陸
上
競
技
」
出
場
の
報
告
に

町
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。
5
月
に
郡

山
市
で
開
催
さ
れ
た
「
福
島
県
障
が

い
者
総
合
体
育
大
会
」
に
お
い
て
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
両
名
は
、
福
島

県
の
代
表
と
し
て
選
考
さ
れ
、
中
島

選
手
は
１
０
０
ｍ
・
3
位
、
２
０
０

ｍ
・
5
位
、
谷
澤
選
手
は
４
０
０
ｍ
・

6
位
、
２
０
０
ｍ
・
7
位
と
全
国
の

舞
台
で
も
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

は
仕
事
と
陸
上
を
両
立
さ
せ
な
が
ら

「
5
年
後
に
開
催
さ
れ
る
東
京
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
目
指
し
て
が
ん

ば
り
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

中
なかじま

島竜
りょうたろう

太郎選手、谷
や ざ わ

澤康
こうへい

平選手
全国障害者スポーツ大会出場
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会
津
坂
下
町
基
礎
学
力
向
上
推
進
会

議
（
委
員
長

：

瓜
生
幸
男
坂
下
中
学
校

長
）
で
は
、
こ
の
程
、
幼
稚
園
、
及
び

小
・
中
学
校
の
保
護
者
向
け
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
『
町
ぐ
る
み
で
「
育
ち
」
と
「
学
び
」

を
つ
な
ぎ
「
確
か
な
学
力
の
向
上
」
を

目
指
す
』
を
作
成
・
配
付
し
ま
し
た
。

　
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
福
島
県
教

育
委
員
会
指
定
『
ふ
く
し
ま
か
ら
は
じ

め
よ
う
　
学
力
向
上
の
た
め
の
「
つ
な

ぐ
教
育
」
推
進
事
業
』
の
一
環
と
し
て
、

家
庭
と
幼
稚
園
・
学
校
が
協
力
し
な
が

ら
望
ま
し
い
生
活
習
慣
・
家
庭
学
習
習

慣
を
身
に
付
け
さ
せ
、
子
ど
も
た
ち
の

「
生
き
る
力
」
を
育
む
こ
と
を
目
的
に

作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
瓜
生
委
員
長
は
、「
ぜ
ひ
、
ご
家
庭

で
も
本
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
参
考
に
、
大

人
が
モ
デ
ル
と
な
り
な
が
ら
、
お
子
さ

ん
と
一
緒
に
学
び
の
基
盤
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

リーフレットを幼稚園、小・中学校の保護者に配布

まちの話題

　
11
月
19
日
、
ば
ん
げ
保
育
所
で
食

育
指
導
の
一
環
と
し
て
『
ブ
リ
の
解

体
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
子
ど
も
た
ち
は
魚
を
海
で

捕
っ
て
き
て
く
れ
た
漁
師
さ
ん
に
大

き
な
声
で
「
あ
り
が
と
う
」。

　
そ
の
後
、【
お
魚
博
士
】
に
よ
っ

て
大
き
な
ブ
リ
が
解
体
さ
れ
て
い
く

様
子
を
見
守
り
、
間
近
で
見
た
り
実

際
に
触
れ
た
り
し
た
あ
と
、
お
魚
博

士
や
調
理
師
さ
ん
へ
も
「
あ
り
が
と

う
」
を
伝
え
ま
し
た
。

　
給
食
の
時
間
、
子
ど
も
た
ち
は

「
か
わ
い
そ
う
だ
っ
た
け
れ
ど
、
食

べ
た
ら
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
。」

と
、
ブ
リ
の
照
り
焼
き
を
残
さ
ず
食

べ
て
い
ま
し
た
。

ばんげ保育所　食育指導 “ブリの解体”

　
11
月
24
日
、
坂
下
中
学
校
の
校
長

室
で
、
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の

作
文
」
入
賞
者
へ
の
賞
状
伝
達
式
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
は
、
全
国
納
税
貯
蓄
連
合
会
お
よ

び
国
税
庁
に
よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
の

租
税
教
育
の
推
進
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
て
お
り
、
全
国
で
は
６
１
６
０

６
２
編
、
福
島
県
で
は
４
７
８
５
編

の
作
品
が
応
募
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
受
賞
者
は
４
名
で
、
そ
の

う
ち
２
年
生
の
風
間
賢
周
く
ん
が
東

北
地
区
連
会
長
賞
、
３
年
生
の
遠
藤

奈
々
さ
ん
、
佐
々
木
つ
づ
る
さ
ん
、

須
佐
遥
さ
ん
が
地
区
連
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

税についての作文コンクール

　
12
月
７
日
、
坂
下
地
区
地
域
づ
く

り
協
議
会
に
よ
り
、
町
民
体
育
館
前

に
お
い
て
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点

灯
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
星
を
頂
点
と
し
て
広
が
る
き
れ
い

な
青
い
光
と
、
金
色
で
描
か
れ
た

「
絆
」
の
文
字
が
暗
闇
に
ぱ
っ
と
浮

か
ぶ
と
、
見
守
っ
て
い
た
人
た
ち
か

ら
は
拍
手
と
歓
声
が
起
こ
り
、
道
行

く
人
々
も
足
を
と
め
て
見
入
っ
て
い

る
様
子
で
し
た
。

　
点
灯
式
終
了
後
に
は
お
汁
粉
が
振

る
舞
わ
れ
、
身
も
心
も
温
ま
る
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
１

月
末
ま
で
点
灯
さ
れ
る
予
定
で
す
。

イルミネーション点灯式が行われました
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12
月
９
日
、
町
長
室
に
お
い
て
福

俵
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
三
ツ
重
福

俵
が
三
役
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
制
作
者
の
石
綿
力
さ
ん
は
、
当
町

の
初
市
・
奇
祭
大
俵
引
き
の
際
に
ま

か
れ
る
福
豆
俵
の
制
作
に
携
わ
り
55

年
、
町
へ
三
ツ
重
の
福
俵
を
寄
贈
さ

れ
15
年
と
な
り
、
節
目
の
年
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
長
年
一
緒
に
制
作
を
さ

れ
た
奥
様
の
石
綿
美
和
子
さ
ん
が
記

念
と
し
て
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
寄
贈
さ
れ
た
三
ツ
重
福
俵
は
、

町
役
場
玄
関
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
初
市
の
福
豆
俵
ま
き
へ
の
ご
参

加
と
合
わ
せ
て
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　石
いしわたちから

綿力さん　福俵寄贈　

　
12
月
３
日
、
坂
下
南
幼
稚
園
で
餅
つ
き

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
は
ち
ま
き
を
締
め

て
体
育
館
に
集
ま
っ
た
園
児
は
、
メ
ロ
ン

の
会
の
方
か
ら
お
餅
は
ど
う
や
っ
て
で
き

る
か
な
ど
お
餅
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞

き
、
お
餅
に
な
る
前
の
も
ち
米
を
ふ
か
し

た
「
お
ふ
か
し
」
を
食
べ
ま
し
た
。
普
段

の
ご
飯
と
は
違
っ
た
食
感
や
味
に
「
お
い

し
い
！
」「
も
っ
と
食
べ
た
い
！
」
と
い
っ

た
声
が
上
が
り
、
あ
ん
ま
り
食
べ
る
と
お

餅
が
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
よ
と
先
生
に
な

だ
め
ら
れ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　「
お
餅
を
つ
き
ま
し
ょ
ぺ
っ
た
ん
こ
」

と
お
餅
の
歌
を
全
員
で
歌
っ
た
あ
と
は
、

坂下南幼稚園　餅つき会

い
よ
い
よ
餅
つ
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。

助
っ
人
と
し
て
駆
け
付
け
た
保
護
者
の
方

が
お
手
本
を
見
せ
、
園
児
た
ち
は
二
人
一

組
に
な
っ
て
大
き
な
杵
に
苦
労
し
つ
つ
一

生
懸
命
お
餅
を
つ
き
ま
し
た
。
お
友
達
の

様
子
を
見
守
っ
て
い
た
周
り
の
園
児
か
ら

は
、「
頑
張
れ
！
頑
張
れ
！
」
と
応
援
の

声
が
あ
が
り
、
餅
つ
き
会
の
最
後
に
は
、

年
長
組
代
表
の
園
児
５
名
が
、
お
世
話
に

な
っ
た
メ
ロ
ン
の
会
の
方
に
一
人
ず
つ
お

礼
を
言
い
ま
し
た
。

　
餅
つ
き
会
終
了
後
は
、
各
教
室
に
戻
り
、

つ
い
た
お
餅
を
汁
餅
と
き
な
こ
餅
に
し
て

お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

12
月
15
日
、
気
多
宮
地
区
の
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
設
置
に
伴
う
町
有
地
賃
貸

借
契
約
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
名
称
は
「
ア
ン
ビ

ッ
ク
ス
ソ
ー
ラ
ー
会
津
坂
下
」
で
、

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
ー
ス
が
施
設
整
備
、

日
本
国
土
開
発
が
運
営
を
し
、
来
年

10
月
の
稼
働
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

現
在
こ
の
大
規
模
太
陽
光
発
電
事
業

で
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
が
稼
働
し
て
い
る

の
は
全
国
で
４
か
所
あ
り
、
計
画
中

の
も
の
は
坂
下
町
を
含
め
て
３
か
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。
事
業
期
間
は
20

年
で
、
年
間
発
電
量
は
一
般
家
庭
約

８
０
３
世
帯
分
の
年
間
電
力
消
費
量

に
相
当
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
生
産
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

メガソーラー契約締結式
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まちの話題

ばんげのいいとこ、みぃつけた!!　  Vol.1 まんじゅうや川上菓子舗

昔ながらの伝統を大切にお菓子を作りつづけたい

●情報お寄せください！●
あなたの知りたいお店やみんなに知ってほしいお店を教えてください。

広報紙面に掲載します。自薦他薦は問いません。

産業課　商工観光班�☎ 83-5711　�FAX�83-5713

� E-mail�:�nigiwai@town.aizubange.fukushima.jp

まんじゅうや川上菓子舗
営業時間：午前９時～午後７時
会津坂下町字中岩田85　☎83-3306
厚生総合病院職員通用口すぐそば

　素朴で懐かしいお菓子を作りつづけている「まんじゅうや川上菓子舗」２代

目・川上儀市さんに「うまいもん」を伺いました。

　「季節・気候で分量とか焼き加減が変わるんだよ。その見極めが一番大切だな。」

とやさしそうなご主人がお菓子づくりの極意を教えてくださいました。

　昔ながらの製法を今も守り続け、材料の米粉は石臼で挽いているそうです。

　「手間がかかっても美味しいものを食べてもら

いたいから。」ご主人はこだわり続けます。

　最近ではご主人のお菓子と話を楽しみに毎日やっ

てくる小学生も多く、夕方の賑わいは昔の駄菓子

屋さんのようです。冬季限定のおすすめは「クリー

ムとらやき」。やさしいクリームが口の中に広が

ります。ご主人のあたたかい人柄と甘いお菓子で

心もほかほかになるはず。子どもたちも大好きな

お菓子、ずっと作り続けてくださいね。

「小学生がお店のチラシを作っ
てくれるんだよ」と嬉しそう。
春夏秋冬版があり、新商品の
宣伝もしてありました！小さ
なお客さんに脱帽!!

「とらやき」はきれいな焼き目
を付けるのが見せどころ！写
真は人気のとら焼き・ゆべし・
あげまんじゅう他

　
12
月
17
日
に
坂
下
南
幼
稚
園
、
18
日
に

坂
下
東
幼
稚
園
で
お
楽
し
み
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
坂
下
南
幼
稚
園
で
は
、
魔
法
使
い
の

マ
ー
シ
ー
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
が
あ

り
、
白
い
輪
に
色
の
つ
い
た
布
を
と
お
す

と
輪
が
そ
の
色
に
変
わ
る
マ
ジ
ッ
ク
や
、

バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
４
枚
の
布
が
一
瞬
で
１

枚
に
な
る
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

次
々
に
起
こ
る
不
思
議
な
現
象
に
園
児
は

身
を
乗
り
出
し
て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
坂
下
東
幼
稚
園
で
は
、
先
生
た
ち
に
よ

る
ハ
ン
ド
ベ
ル
や
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
バ
イ

坂下南・坂下東幼稚園お楽しみ会

オ
リ
ン
の
演
奏
の
あ
と
、
坂
下
東
小
学
校

の
校
長
先
生
が
「
小
学
生
に
な
っ
た
ら
、

こ
ん
な
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

よ
」
と
剣
玉
の
技
を
見
せ
、
代
表
の
園
児

に
体
験
さ
せ
る
と
見
て
い
た
園
児
か
ら
は

「
自
分
も
や
り
た
い
！
」
と
剣
玉
に
興
味

津
々
な
様
子
で
し
た
。
そ
の
あ
と
に
披
露

さ
れ
た
お
金
を
使
っ
た
マ
ジ
ッ
ク
も
大
盛

況
の
う
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
両
幼
稚
園
で
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

が
登
場
し
、
園
児
の
質
問
に
答
え
、
一
人

一
人
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
渡
す
と
、
園
児
は

嬉
し
そ
う
に
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

坂下南幼稚園

坂下東幼稚園
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募　

集

暮
ら
し

平
成
28
年
度

会
津
学
生
寮
の
入
寮
生
募
集

▼
所
在
地

　
東
京
都
文
京
区
千
石
１
―

４
―

16

　（
Ｊ
Ｒ
巣
鴨
駅
下
車
徒
歩
15
分
）

▼
室
内
設
備

　
洋
式
個
室
（
机
、
椅
子
、
ベ
ッ
ド
、

エ
ア
コ
ン
な
ど
）

▼
寮
内
設
備

　
食
堂
、
浴
室
、
洗
面
・
洗
濯
所
な

ど▼
募
集
人
員
　
８
名
程
度

▼
必
要
経
費

　
○
入
寮
金
（
入
寮
時
の
み
）

　
　
７
０
０
０
０
円

　
○
寮
費
等
（
食
費
込
月
額
）

　
　
４
７
０
０
０
円

　
〇
電
気
料

毎
月
２
０
０
０
円
を
別
に
積
立
て

し
、
年
度
末
に
使
用
量
に
よ
り
精

算
※ 

食
事
は
、
日
曜
・
祝
祭
日
、
お
盆
、

年
末
・
年
始
、
３
月
末
一
週
間
を

除
き
、
朝
夕
２
食

▼
応
募
資
格

① 

現
在
、
会
津
に
居
住
、
ま
た
は
保

護
者
が
会
津
出
身
で
あ
る
こ
と
。

② 

東
京
都
、
ま
た
は
そ
の
近
郊
の
大

学
入
学
者(

原
則
４
年
制)

、
ま
た

は
２
学
年
に
進
級
す
る
在
学
生
。

③ 

健
康
で
共
同
生
活
の
で
き
る
男
子

学
生
。

▼
応
募
方
法

　
応
募
関
係
書
類
は
会
津
管
内
県
立

高
校
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
書
類
は
、
会
津
学
生
寮
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※ 

入
寮
者
選
考
の
詳
細
内
容
な
ど
は
、

お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

▼
提
出
期
間

　
１
月
13
日（
水
）～
２
月
12
日（
金
）

必
着

▼
問
い
合
わ
せ
先

○
会
津
学
生
寮

　
☎
０
３
―

３
９
４
７
―

０
３
２
５

　
〒
１
１
２
―

０
０
１
１

　
東
京
都
文
京
区
千
石
１
―

４
―
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健
康
・
子
育
て

子
宮
頸
が
ん
な
ど
の
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て

　
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
、
市

町
村
の
助
成
に
よ
り
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ

ー
マ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
（
子
宮
頸

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
）、
ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
い
ず
れ
か
を
接
種
し
た
方
の
う
ち
、

接
種
後
に
何
ら
か
の
症
状
が
生
じ
、

医
療
機
関
を
受
診
し
た
方
は
、
接
種

と
の
関
連
性
が
認
定
さ
れ
る
と
、
医

療
費
・
医
療
手
当
が
支
給
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
具
体

的
な
請
求
方
法
に
つ
い
て
、
独
立

行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合

機
構
の
救
済
制
度
相
談
窓
口
（
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
―

１
４
９

―

９
３
１
。
ご
利
用
に
な
れ
な
い
場

合
は
03
―

３
５
０
６
―

９
４
１
１
（
有

料
））
に
至
急
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
☎
83
―

１
０
０
０

国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書

が
届
き
ま
す

年
末
調
整
・
確
定
申
告
の
際
に
添
付

し
て
く
だ
さ
い

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
年
末
調
整

お
よ
び
確
定
申
告
の
申
告
の
際
に
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
対
象
と
な
る
の
は
そ
の
年

の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に

納
付
し
た
保
険
料
で
す
。

　
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
に
は
、

支
払
い
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30

日
ま
で
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
方
へ
は
11
月
上
旬
に
、
新
規

加
入
に
よ
り
、
10
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
へ
は
２
月
上
旬
に
、「
国

民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
」
が
日

本
年
金
機
構
か
ら
届
き
ま
す
。

　
な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
ご
本
人
の

社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
証
明
書
の
添
付
を

お
願
い
し
ま
す
。　

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
若
松
年
金
事
務
所

　
☎
27
―

５
３
２
１

　
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
―

05
―

８
５
５
５

「
広
報
あ
い
づ
ば
ん
げ
」

モ
ニ
タ
ー
募
集

　
よ
り
み
な
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ

け
る
広
報
誌
を
作
成
す
る
た
め
に
、

広
く
町
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
お

聞
き
し
た
く
「
広
報
あ
い
づ
ば
ん
げ
」

の
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
普
段

「
広
報
あ
い
づ
ば
ん
げ
」
を
読
ん
で

い
て
気
づ
い
た
こ
と
、
改
善
し
て
ほ

し
い
こ
と
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
お
気

軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

　
町
内
在
住
の
10
代
以
上
の
男
女

　
10
名
程
度

▼
内
容

　
広
報
を
呼
ん
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
記

入
し
、
郵
送
で
提
出
。

▼
募
集
期
限
　
２
月
２
日
（
火
）

▼
そ
の
他

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
に
は
粗
品

（
図
書
カ
ー
ド
）
を
お
贈
り
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
政
策
財
務
課
　
政
策
企
画
班

　
情
報
統
計
係

　
☎
84
―

１
５
０
９

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
私
た
ち
の
身
体
の
中
を
流
れ
て
い

る
血
液
は
、
生
き
て
い
る
細
胞
で
あ

り
、
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
保
存
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
人

工
的
に
つ
く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
輸
血
に
必
要
な
血
液
を
い
つ
で
も

十
分
に
確
保
し
て
お
く
た
め
に
は
、

絶
え
ず
誰
か
の
献
血
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　
町
民
の
み
な
さ
ま
の
温
か
い
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
実
施
日
　

1
月
28
日
（
木
）

▼
場
所
・
時
間

○
会
津
坂
下
町
役
場
前

　
・
午
前
９
時
30
分
～
12
時
30
分

　
・
午
後
２
時
～
午
後
４
時

▼
対
象
者

①
16
～
69
歳
の
方

※ 

65
歳
以
上
の
方
は
60
～
64
歳
ま
で

に
献
血
経
験
の
あ
る
方

②
体
重
　
男
性
45
㎏
以
上
の
方

　
　
　
　
女
性
40
㎏
以
上
の
方

③ 

過
去
に
輸
血
を
受
け
た
経
験
が
な

く
、
現
在
健
康
な
方
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

　
☎
83
―

１
０
０
０
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暮
ら
し

　
ふ
く
し
ま
就
職
応
援
セ
ン
タ
ー
は
、

福
島
県
が
設
置
し
た
就
労
支
援
施
設

で
す
。
専
門
の
相
談
員
に
よ
る
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
を
通
じ
て
就
職
な
ど
を

支
援
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
ご
利
用
の
際
は
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
開
所
日
時

　
月
曜
日
～
土
曜
日(

祝
日
は
休
み)

　
午
前
10
時
～
午
後
７
時

▼
利
用
料
金
　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
ふ
く
し
ま
就
職
応
援
セ
ン
タ
ー

　
会
津
若
松
窓
口

　
☎
27
―

８
２
５
８

県
内
事
業
所
へ
の

就
職
を
応
援
し
ま
す
！

行
政
区
事
業
年
度
の
変
更
の
お

願
い

　
現
在
、
行
政
区
（
自
治
組
織
）
と

の
連
携
を
密
に
し
、
町
政
の
効
率
的

な
運
営
を
図
る
た
め
に
、
各
行
政
区

長
（
区
長
・
自
治
会
長
）
を
「
会
津

坂
下
町
駐
在
員
」
と
し
て
委
嘱
し
、

様
々
な
任
務
を
お
願
い
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
各
行
政
区
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
地

域
行
事
の
遂
行
に
そ
っ
て
、
１
月
か

ら
12
月
の
期
間
で
行
政
区
運
営
を
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
地
方
自
治
体
の

事
業
年
度
は
４
月
に
始
ま
り
、
翌
年

の
３
月
に
終
了
す
る
「
年
度
」
で
実

施
さ
れ
て
お
り
、
各
行
政
区
と
の
各

種
事
業
の
や
り
取
り
を
よ
り
密
接
に

行
う
た
め
に
、
役
員
人
事
の
任
期
等

に
お
き
ま
し
て
も
、「
年
度
」
で
の

対
応
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
そ
の
た
め
、
平
成
29
年
４
月
を
目

途
に
、
会
津
坂
下
町
駐
在
員
の
委
嘱

期
間
を
、
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
、
各

行
政
区
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
も
、

「
年
度
」
運
営
に
順
次
移
行
し
て
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
　
行
政
管
理
班

　
☎
84
―

１
５
０
３

農
業
委
員
会
の
「
農
業
委
員
選

挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
」
に
つ

い
て

　
年
末
の
文
書
配
付
で
毎
年
配
付
し

て
い
ま
し
た
「
農
業
委
員
選
挙
人
名

簿
登
載
申
請
書
」
は
、
農
業
委
員
会

に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
を

作
成
し
な
い
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、

配
付
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
農
業
委
員
会

　
☎
84
―

１
５
０
５

催
し
・
講
座

ペ
ッ
ト
（
犬
・
猫
等 

愛
玩
動
物
）

の
死
体
処
理
の
取
り
扱
い

　
４
月
１
日
よ
り
、
飼
い
犬
・
飼

い
猫
の
死
体
処
理
手
数
料
の
飼
い

主
の
一
部
負
担
金
制
度
（
飼
い
犬

２
１
０
０
円
・
飼
い
猫
１
，２
５
０
円
）

が
な
く
な
り
、
死
体
処
理
に
か
か
る

費
用
の
全
額
が
飼
い
主
の
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。　

　
飼
い
主
の
方
は
、
電
話
帳
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
処
理
業
者
を
検
索
し

直
接
交
渉
し
て
い
た
だ
く
か
、
下
記

の
問
い
合
わ
せ
先
に
処
理
業
者
の
問

い
合
わ
せ
を
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
課
　
戸
籍
環
境
班
　
環
境
係

　
☎
84
―

１
５
０
０

税
務
署
よ
り

　
今
年
も
確
定
申
告
会
場
は
「
ア
ピ

オ
ス
ペ
ー
ス
」
で
す
。

▼
日
時

　
２
月
８
日（
月
）～
３
月
15
日（
火
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

▼
注
意
事
項
　

　
例
年
、
３
月
は
大
変
混
み
合
い
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

※
税
務
署
内
に
は
申
告
書
作
成
会
場

　
は
設
置
し
て
い
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
若
松
税
務
署

　
☎
27
―

４
３
１
１

源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
す

　
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
の｢

老
齢

年
金｣

な
ど
、
老
齢
（
退
職
）
を
支

給
事
由
と
す
る
公
的
年
金
は
、｢

税

法
上｢

雑
所
得｣

と
し
て
所
得
税
の

課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。　
　

　
こ
の
う
ち
、｢

老
齢
年
金｣

の
額

が
１
０
８
万
円
以
上
（
65
歳
以
上
の

方
は
１
５
８
万
円
以
上
）
の
方
に
つ

い
て
は
、
所
得
税
を
源
泉
徴
収
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
中
に
「
老
齢
年
金
」
を

受
け
取
ら
れ
て
い
る
方
全
員
に
１
月

中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
源
泉
徴
収

票
が
日
本
年
金
機
構
か
ら
届
き
ま
す
。

　
源
泉
徴
収
票
は
、
税
務
署
で
年
金

以
外
に
給
与
収
入
が
あ
り
確
定
申
告

を
す
る
と
き
や
源
泉
徴
収
の
還
付
を

申
請
す
る
際
に
添
付
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
な
お
、「
障
害
年
金
」
や
「
遺
族

年
金
」
に
つ
い
て
は
非
課
税
で
す
の

で
、
源
泉
徴
収
票
は
届
き
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
若
松
年
金
事
務
所

　
☎
27
―

５
３
２
１

　
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
―

05
―

１
１
６
５

ス
ノ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
い
ま
す

　
会
津
坂
下
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
、
冬
期
間
の
子
ど
も
達
の

安
全
な
通
行
を
確
保
す
る
た
め
、
各

団
体
の
み
な
さ
ま
と
と
も
に
、
通
学

路
な
ど
の
除
雪
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
自
分
の
で
き
る
時
間･

範
囲
・

内
容
で
一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
っ
て
く
だ
さ
る
方
も
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ

せ
・
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
雪
か
き
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

と
子
ど
も
達
と
雪
に
親
し
む
こ
と
を

目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
み
な
さ
ま
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
１
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

（
受
付
午
前
９
時
30
分
～
）

▼
会
場
　
中
央
公
民
館
前
広
場

▼
内
容
　

午
前
中

○
大
人

　
雪
か
き
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
お
よ

び
除
雪

○
子
ど
も

　
雪
中
宝
探
し
ゲ
ー
ム
、
餅
つ
き

午
後

○
大
人

　
雪
積
み
大
会
、
雪
像
作
り

○
子
ど
も
（
親
子
）

　
雪
像
・
雪
灯
ろ
う
作
り

※ 

お
昼
に
は
お
餅
と
豚
汁
を
用
意
し

ま
す
。

※
温
か
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
イ
ベ
ン
ト
申
込
期
限

　
１
月
18
日
（
月
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
坂
下
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

　
タ
ー
（
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
84
―

２
１
３
５
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注　

意

歴
史
を
守
ろ
う
！
『
文
化
財
防

火
デ
ー
火
災
防
御
訓
練
』
を
実

施
し
ま
す

　
文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
昭
和
24
年

（
１
９
４
９
年
）
１
月
26
日
奈
良
県

に
あ
る
法
隆
寺
金
堂
が
火
災
に
な
り
、

国
宝
十
二
面
壁
画
の
大
半
を
焼
損
し

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
昭
和
30
年

（
１
９
５
５
年
）
１
月
26
日
に
定
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
町
に
も
重
要
な
文
化
財
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど

そ
の
他

施
設
の
冬
期
休
館
に
つ
い
て

　
旧
五
十
嵐
家
住
宅
お
よ
び
五
浪
美

術
記
念
館
は
、
３
月
31
日
ま
で
冬
期

休
館
と
な
り
ま
す
。

　
休
館
中
は
降
雪
に
よ
り
屋
根
か
ら

の
落
雪
の
危
険
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
　
社
会
文
化
班

　
☎
83
―

３
０
１
０

催
し
・
講
座

が
木
造
の
た
め
、
い
っ
た
ん
火
が
つ

く
と
全
て
焼
失
し
て
し
ま
う
の
で
、

絶
対
に
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
年
は
、
京
出
観
音
堂
（
五
香
）

付
近
を
会
場
に
火
災
防
御
訓
練
（
消

火
訓
練
や
初
期
消
火
訓
練
）
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
地
域
住
民
の
方
々
の

訓
練
へ
の
参
加
、
参
観
を
お
願
い
し

ま
す
。　

　
訓
練
時
間
帯
は
付
近
の
通
行
規
制

を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
　
１
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
か
ら
（
予
定
）

▼
場
所

　
京
出
観
音
堂
（
五
香
）
付
近

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
　
社
会
文
化
班
　

　
☎
83
―

３
０
１
０

　
総
務
課
　
危
機
管
理
班
　

　
☎
84
―

１
５
３
３

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
坂
下
警
察
署

　

☎
83
―

３
４
５
１

会
津
坂
下
警
察
署
よ
り

会
津
坂
下
消
防
署
よ
り

消
火
栓
、
防
火
水
槽
の
除
雪
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

　
消
火
栓
や
防
火
水
槽
は
、
火
災
が

発
生
し
た
と
き
に
使
用
す
る
大
切
な

施
設
で
す
。

　
降
雪
期
に
は
消
防
団
と
消
防
署
が

協
力
し
、
消
火
栓
や
防
火
水
槽
の
周

辺
を
除
雪
し
て
お
り
ま
す
が
、
大
雪

の
時
に
は
除
雪
が
追
い
つ
か
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
お
近
く
の
消
火
栓

や
防
火
水
槽
の
除
雪
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

　
例
年
、
巡
回
中
に
除
雪
が
済
ん
で

い
る
防
火
水
槽
を
見
か
け
、
地
域
の

方
が
除
雪
し
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
際
は
、

け
が
や
事
故
な
ど
に
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
坂
下
消
防
署

　
☎
83
―

４
１
０
０

会津坂下町内街頭犯罪等発生状況(平成27年11月末現在)

区　分 管内 会津坂下町 区　分 管内 会津坂下町

強 盗 自 販 機 ね ら い

空 き 巣 ね ら い 1 車 上 ね ら い 7 7

忍 び 込 み 2 1 ひ っ た く り

事 務 所 荒 し 部 品 ね ら い 2 2

出 店 荒 し 2 1 強 制 わ い せ つ

自 動 車 盗 街 頭 犯 罪 合 計 22 19

オ ー ト バ イ 盗 そ の 他 刑 法 犯 等 79 65

自 転 車 盗 8 8 全 刑 法 犯 101 84

飲
酒
運
転
の
根
絶

　
飲
酒
運
転
は
、
重
大
な
交
通
事
故

を
起
こ
す
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
お

互
い
に
声
を
掛
け
合
い
、
み
ん
な
で

飲
酒
運
転
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

○
「
少
し
だ
か
ら
大
丈
夫
」
で
は
通

用
し
ま
せ
ん
。
少
量
の
飲
酒
で
も
注

意
力
が
低
下
し
、
重
大
事
故
の
原
因

と
な
り
ま
す
。

○
二
日
酔
い
で
の
運
転
も
飲
酒
運
転

に
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
寝
た
か
ら
大
丈
夫
と

い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
飲
酒
す
る
場
合
は
、
車
両
を
持
ち

込
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
が
ら
み
の
事
件
事
故
の
防
止

　
飲
酒
す
る
機
会
が
増
え
る
時
期
で

す
。「
お
酒
を
飲
ま
な
い
と
い
い
人

な
の
に
」
な
ん
て
話
を
聞
い
た
こ
と

あ
り
ま
せ
ん
か
。
飲
酒
が
ら
み
の
事

件
に
あ
わ
な
い
よ
う
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

○
適
量
を
把
握
し
て
飲
み
過
ぎ
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

○
飲
み
過
ぎ
の
人
が
い
た
ら
、
家
ま

で
送
り
届
け
ま
し
ょ
う
。

家
族
の
話
し
合
い
で
な
り
す
ま
し
詐

欺
を
防
止
し
よ
う
！

○
年
末
年
始
な
ど
家
族
が
集
ま
っ
た

機
会
に
、「
合
い
言
葉
」
を
決
め
て

お
く
。

○
留
守
番
電
話
機
能
を
活
用
し
、
電

話
の
相
手
を
確
認
し
て
か
ら
電
話
に

出
る
。

○
な
り
す
ま
し
詐
欺
電
話
撃
退
装
置

の
貸
出
事
業
に
つ
い
て
、
ご
希
望
の

方
は
警
察
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

大
好
評
!!
お
ふ
く
ろ
ク
ッ
キ
ン

グ
を
開
催
し
ま
す

　
毎
年
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
、「
お
ふ
く
ろ
ク
ッ
キ
ン
グ
」
を

開
催
し
ま
す
。
託
児
室
も
設
け
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
お
ふ
く
ろ
の

味
に
挑
戦
し
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増

や
し
ま
し
ょ
う
！

お
ふ
く
ろ
ク
ッ
キ
ン
グ
①

▼
日
時
　
１
月
28
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　
午
後
１
時

▼
場
所
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
会
津
の
郷
土
料
理
　

お
ふ
く
ろ
ク
ッ
キ
ン
グ
②

▼
日
時
　
２
月
19
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
9
時
30
分
～

　
　
　
　
午
後
１
時

▼
場
所
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
会
津
の
家
庭
料
理
　

○ 

対
象
者
は
40
代
ま
で
（
男
性
大
歓

迎
）

○
参
加
費
は
1
回
３
０
０
円
で
す
。

○ 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

○ 

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
１
月

15
日
ま
で
に
託
児
の
有
無
も
あ
わ

せ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
☎
83
―

１
０
０
０
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注
　
意

○申し込みは原則、�土・日・祝日を除く

　午前8時30分～午後5時15分

○費用・料金等の記載のないものは無料

○�「申込」�の記載があるものは事前に申し込みが必要

すこやかキッズ

１月21日(木)

午前10時～　　　

　　　　11時30分 場　健康管理センター
問　☎ 83―1000

対　２歳～幼稚園入園前の子どもと保護者
持　オムツ・飲み物
内　親子３Ｂ体操

２月４日(木)

午前10時～　　　

　　　　11時30分

対　０～２歳の子どもと保護者
持　オムツ・ミルク・飲み物・バスタオル
内　工作「おひな様を作ろう」他

入園前のお子さん
幼稚園に

遊びに来てね♪
（幼稚園開放日）

２月１日(月)

午前９時30分～　

　　　　11時30分

場  問

　坂下南幼稚園
　☎ 83―2410
　坂下東幼稚園
　☎ 83―8590
それぞれの地区のお子さ
んを受け入れます。　　

対　町内在住の未就園の子ども
期　今年度最後の園開放になります。
持　飲み物・上履き
≪注意事項≫
○坂下南幼稚園は新園舎で行います。
○ご家族の方の付き添いをお願いします。
○動きやすい服装でおいでください。

わくわく☆
ドキドキ☆
楽しい広場

（保育所開放日）

２月９日(火)

２月10日(水)

午前10時～正午

場　ばんげ保育所
問　☎ 83―3202　　

対　町内在住の小学校入学前の子ども
持　飲み物
内　給食試食会
　　・子どもたちの栄養バランスを考えた美
　　　味しい給食を食べてみませんか？
費　食事代　270円（１食）
申　１月20日まで事前申し込みが必要です。

行政書士会による

相談会

２月４日(木)

午前９時30分　　

　　　　　～正午

　　　　

場　町民体育舘
問　生活課　戸籍環境班
　　☎ 84―1500
　　坂下コミュニティセンタ－
　　☎ 83―0522

内　売買契約書、土地建物の許認可、遺言、
　　相続、離婚等の書類作成や申請手続きな
　　どの相談に応じます。

弁護士による

無料法律相談会

２月12日(金)

午前10時～　　　

　　　　午後３時

場　保健福祉センタ－
問　生活課　戸籍環境班
　　☎ 84―1500
　　社会福祉協議会
　　☎ 83―1368

内　毎日の生活の中での心配ごと、悩みごと
　　など、お気軽にご相談ください。
申　前日までお申し込みください。

坂下初市

奇祭大俵引き
１月14日(木)

※日程は備考欄

場　町役場庁舎前
問　会津坂下町観光物産
　　協会
　　☎ 83―2111

内　日程
・午前10時～午後２時　富くじ引き換え
　※新聞折り込みの「富くじ引き換え券」を
　　交換所にて抽選券と引き換えてください。
・午後０時50分～　　俵太鼓演奏披露
・午後１時20分～　　スポーツ少年団
　　　　　　　　　　東西対抗俵引き
・午後２時～　　　　大俵引き
・午後２時45分～　　鏡割り・福餅つき
・午後３時～　　　　福豆俵まき
・午後３時20分～　　新春富くじ抽選会
※出店は、午前９時30分～午後７時30分

場＝場所　問＝問い合わせ　内＝内容　期＝期日　費＝参加費　対＝対象者　申＝申込　持＝持参品

事　業　名 日　　時
開　催　場　所

申込 ･ 問い合わせ先
備　　　　　　考

㈱あいづダストセンター
事業系一般廃棄物・粗大ごみ等

廃棄物のことならお気軽にご相談ください
□本 社／会津若松市神指町大字南四合字才ノ神 461 TEL 0242-36-5351
□事業所／柳津町大字藤字鶴ヶ峯 4330-23 TEL 0241-42-2890
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　国民健康保険では、保険証を提示して医療機関等にかかった場合、医療費総額から窓

口での支払い額を差し引いた額（窓口での一部負担金の割合が３割の場合は７割分）を

医療機関等に支払っており、被保険者に対しては間接的に給付を行っている形となって

います。

　このほか、申請をすることで以下のような給付も受けられます。

【問い合わせ先】　生活課　保険年金班（④窓口） ☎８４－１５０１

国保ではこのような給付が受けられます

どんなとき？ 摘 要 申請に必要なもの

全額自己負担した

とき

（療養費の支給）

「領収書」

※②、④、⑤の場合

「医師の同意書」

（もしくは意見書）

※⑥の場合

「診療内容明細書」

（外国語の場合は日本語に

翻訳したものも添付）

出産したとき

（出産育児一時金

の支給）

　被保険者が出産したときに、申請により世帯

主に支給されます。妊娠１２週（８４日）以降

であれば、死産・流産でも支給されます。

「母子健康手帳」「領収書」

※死産・流産の場合

「医師の証明書」

※直接支払制度利用の

場合「合意書」

亡くなったとき

（葬祭費の支給）

　被保険者が亡くなったとき、申請により葬祭

を行った人（喪主）に支給されます。
「死亡証明書」

移送の費用がかか

ったとき

（移送費の支給）

　被保険者が医師の指示により、緊急やむを得

ず入院・転院する際の移送に費用がかかったと

き。申請により国保が必要と認めたときは移送

費が支給されます。

「医師の意見書」

　次のような場合は、一旦全額自己負担となり

ますが、その後申請をし、審査を経て決定され

れば、自己負担分を除いた額が支給されます。

①事故や急病などでやむを得ず保険証を持たず

に治療を受けたとき

②医師が治療上必要と認めたコルセットなどの

補装具を購入したとき

③骨折や捻挫などで国保を扱っていない柔道整

復師の施術を受けたとき

④医師が必要と認めた手術などで輸血に用いた

生血代（第三者に限る）

⑤医師が必要と認めたはり・灸・マッサージな

どの施術を受けたとき

⑥海外渡航中に医療機関にかかったとき（治療

目的で渡航した場合は除く）

　支給は、原則として口座振込です。

　「保険証」「印鑑（認印で可）」「振込先の通帳」と上記の必要なもの

を持参し、保険年金班に申請してください。

《これらの給付は、国保税などによりまかなわれています》
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1 月の保健ガイド
健康管理センター　☎83－1000

１月16日(土) ～２月15日(金)までの情報をお知らせします。

町の人口と世帯（12月１日現在）

人　口………16,176人（－11）

　男　………  7,744人（－ 2）

　女　………  8,432人（－ 9）

世帯数………  5,433戸（－ 3）

今月の納税 【納期限２月１日(月)】

●町県民税　　　●後期高齢者保険料

●国民健康保険税●住宅使用料

●介護保険料　　●児童福祉負担金

●上･下水道･農業集落排水使用料

11/21 ～ 12/20届出分

戸籍の窓口

※　上記については、保護者・ご親

　族に同意を得て掲載しています。

　掲載を希望されない方は 「戸籍の

　届書」 を提出する際に、担当に申

　し出てください。 

お誕生おめでとう

哀悼の意を表します

乳幼児健康診査
場　　所　健康管理センター
持 参 品　母子健康手帳・乳幼児健康管理手帳
受付時間　午後１時～１時20分

事　業　名 月　日 対　　象　　者

４か月児 ２月９日（火）
平成27年９月15日

～10月14日生　

１歳６か月児 １月19日（火） 平成27年２・３月生

乳幼児健康
・栄養相談

２月５日（金）
月齢・年齢は問いません。育児
についての相談を希望する方

離乳食教室
２月５日（金）
午後2時30分～

平成27年５月15日
～７月14日生　

休日救急診療当番
 ※ 変更になる場合があります。

２月11日（木） 菅原医院 ☎83―2311

救　急　病　院
坂下厚生総合病院 ☎83―3511

月　日 数値

12月１日 0.062 調査地点 数値 調査地点 数値

11月１日 0.066 坂 下 中 学 校 0.083 坂下南幼稚園 0.134

10月１日 0.068 坂下南小学校 0.094 坂下東幼稚園 0.098

９月１日 0.073 坂下東小学校 0.098 ばんげ保育所 0.063

８月１日 0.081 託児ルーム もみの木 0.069 えくぼ遊育園 0.093

【役場周辺】 【学校等における測定結果（12月３日）】

マイクロシーベルト／時

▼問い合わせ先　総務課　危機管理班　☎84―1527

放射線量測定結果

【休日の水道修理当番】 1/17 ～ 2/14

1/17(日)・24(日)・31(日) ㈱アクーズ会津　☎ 28―4111
2/7(日)・11(木)・14(日) 会津メンテ㈱　　☎ 27―4151

坂下南幼稚園でにっこりさんをみつけ

ました！一生懸命ついたおいしいお餅

を食べてご機嫌にニコニコピース！

地　区 　名　前　　  （保護者）

五　香 板橋　結
ゆ い か

香（隼人・志穂）

柳　町 四家　陽
ひ な た

咲（寛功・文恵）

上開津 武藤　海
か い と

斗（洋忠・成香）

緑　町 佐藤　生
い と

都（規啓・由香里）

船　窪 鈴木　朝
あ さ ひ

陽（太陽・千恵）

古坂下 渡辺　健
け ん た

太（拓哉・香織）

牛　沢 ⻆　田　信　三 （95歳）

茶屋町 林　出　キヨ子 （81歳）

金　上 齋　藤　ム　メ （94歳）

束　原 山　田　　　衛 （88歳）

三　谷 佐々木　和　子 （86歳）

細工名 谷　津　　　久 （89歳）

窪　倉 椎　野　令　子 （87歳）

津　尻 髙　畑　ミツ子 （91歳）

窪　倉 石　見　恵美子 （51歳）

茶屋町 武　藤　　　勲 （79歳）

新開津 石　田　文　江 （85歳）

新富町 上　野　孝　一 （82歳）

村　田 青　木　正　敏 （91歳）

新栄町 荒　明　和　彦 （60歳）
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　11
月
29
日
、
坂
下
中
学
校
体

育
館
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
バ
ン
ビ
ィ
の
選
手
・
指
導

者
育
成
事
業
の
一
環
と
し
て
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
柔

道
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
古
賀
稔
彦

先
生
に
よ
る
講
演
・
実
技
講
習

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

　講
習
会
の
前
半
は
、
ケ
ガ
の

防
止
に
役
立
つ
基
本
的
な
「
受

身
」
の
と
り
方
や
、「
打
ち
込
み

サ
ー
キ
ッ
ト
」
と
い
う
柔
道
の

技
で
あ
る
打
ち
込
み
と
馬
跳

び
、
腹
筋
な
ど
８
種
類
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
交
互
に
行
う
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
の
伝
授
が
あ

り
ま
し
た
。
後
半
は
、
古
賀
先

生
の
得
意
と
す
る
背
負
い
投
げ

の
披
露
、
柔
道
に
取
り
組
む
選

手
に
対
し
て
の
実
技
の
指
導
、

質
問
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
時
間
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　若
松
、
喜
多
方
、
猪
苗
代
な

ど
町
外
か
ら
も
柔
道
に
励
む
ス

ポ
少
の
子
ど
も
た
ち
や
柔
道
部

の
生
徒
が
参
加
し
た
ほ
か
、
柔

道
以
外
の
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い

る
生
徒
や
一
般
の
参
加
者
も
多

く
集
ま
り
、
講
習
会
の
合
間
に

は
古
賀
先
生
と
記
念
撮
影
を
し

た
り
、
サ
イ
ン
を
も
ら
っ
た

り
、
実
物
の
金
メ
ダ
ル
を
見
せ

て
も
ら
っ
た
り
と
拍
手
や
歓
声

に
あ
ふ
れ
る
貴
重
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。


